
摂南大学 広報事務局報道関係者各位

【取材調整可能・有識者(大学教員)のご紹介】

課題山積み「発達障害」の支援

支援を求める子どもに立ちはだかる検査の”壁”と教員不足の”壁”

世に知られていない親と子どもの苦悩 教師から見た教育現場を元に解説します

摂南大学 全学教育機構 松浦 正典（まつうら まさのり） 准教授

本件に関わる内容を幅広くお話可能です。ご取材希望の方は下記広報事務局までご連絡ください。
※できる限り調整をさせていただきますが、取材のタイミングによってはお受けできない可能性もある旨ご了承ください。

松浦 正典 准教授

【報道関係者様のお問い合わせ先】
摂南大学広報事務局（アンティル内） 担当：佐藤、姉川、水原、藤井
TEL：06ｰ6225ｰ7781 E-MAIL：setsunan_pr@vectorinc.co.jp

摂南大学（大阪府寝屋川市、学長:久保康之）では、9学部17学科にわたる専門分野を持つ教員
への取材を受け付けております。今回は、摂南大学 全学教育機構の松浦 正典 准教授を紹介します。

「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査結果(令和4年)につ
いて」※１によると、小学生の10人に1人は特別な支援を必要としています。支援が必要な子どもは低年
齢ほど多くなり、小学校1・2年生は各12%以上で35人学級に4～5人はいることになります。また、学校
全体として支援が必要な子どもの3割しか把握しておらず、7割の子どもは見過ごされているという現状が
報告されました。
さらに、親が周りの目を気にして支援学級等に入れたくないと思ってしまうこと、通級による指導※２の利
用条件とされている臨床心理士など専門家による検査に時間がかかること、慢性的な教師不足により通
級指導の利用までに数ヶ月かかることなど、通級指導までの壁があります。

厳しい現状に悩む支援が必要な子どもは、日常生活にどのような悩みや困難を抱えているのでしょうか？
特別支援の現状と知られざる発達障害の症状について、教師から見た教育現場を元に解説します。

ご取材希望の方は下記広報事務局までご連絡ください。

※１：文部科学省「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査結果(令和4年)について」
https://www.mext.go.jp/content/20230524-mext-tokubetu01-000026255_01.pdf

※２： 「通級による指導」とは、大部分の授業を小・中・高等学校の通常の学級で受けながら、一部、障害に応じた特別の指導を特別な場（通級指導教
室）で受ける指導形態

◆プロフィール

所属 ：全学教育機構
職位 ：准教授
学位・資格 ：学士（社会学）・修士（学校教育学）
研究分野 ：人文・社会 / 教育学

◆お話しできること

・【感覚過敏による痛み】知られざる日常生活への影響
⇛「風やシャワーがあたると肌が痛い」「人と手を繋げない」など、
発達障害に潜む感覚過敏・感覚鈍麻について解説します

・課題山積みの「発達障害」 支援が必要な子どもが置き去りに…
⇛発達障害に理解ある学校が増え、一見改善されているように見える中、
まだまだ残る山積みの課題について解説します
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摂南大学 広報事務局

報道関係者各位

感覚過敏・感覚鈍麻の子どものトリセツ
～「感じ方」は一人ひとり違う 平均値から離れた子どもの苦悩～

【報道関係者様のお問い合わせ先】
摂南大学広報事務局（アンティル内） 担当：佐藤、姉川、水原、藤井

TEL ： 06ｰ6225ｰ7781 E-MAIL：setsunan_pr@vectorinc.co.jp

【感覚過敏】

• 聴覚：聞きたくない悪口が聞こえる
 騒がしい音、高い音が苦手
 教室のざわつきが苦しい

• 視覚：太陽光、スマホ、PCの光が異常に眩しく感じる、痛みを伴うこともある
 白い紙を見ると目がチカチカする、書いてある文字が読みづらい
 目から入る情報が多いと混乱することや体調を崩すことがある

• 触覚：セーターは着れない、タートルはくすぐったくてダメ
 締め付けられる感じがして、長ズボンをはけない
 靴下が苦手で一年中裸足
 服の縫い目が痛
 風やシャワーがあたると肌が痛い、手を繋ぐのが苦手
 力加減が難しい

• 嗅覚：食べ物のニオイ、香水や芳香剤の香り
 石鹸、香水などの臭いで気持ち悪くなる

• 味覚：特定の食材が絶対に食べられない

【感覚鈍麻】

• 聴覚：刺激がほしくて耳を叩きたくなる

• 視覚：人とものとの距離を把握するのが苦手で角が曲がれない
 白紙の紙にプリントされた字が読めない

• 触覚：熱いものを触ってもやけどをするまで気が付かない
 怪我をしても痛みを感じず、病院にいくのが遅れる

 暑さや寒さを感じにくいため、季節に合わない服装
 いつの間にか身体中にアザができる

 刺激が欲しくて身体を叩きたくなる
 よくものを落としたりこぼしたりする

• 嗅覚：自分の体臭への違和感を覚えづらい

• 味覚：変化が苦手で決まったものだけ食べたい
 空腹や満腹などを感じにくいため、栄養失調や食べ過ぎになる
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